
第２学年１組 道徳学習指導案 
 

                                         日 時 平成 24 年 11 月 28 日（水）５校時 

                                         指導者 教諭 森 敏樹 

                                         場 所  ２年１組教室 

 

１ 主題名 勇気をもって  １－（３）善悪の判断，勇気 

 

 

２ 資料名 「おれた ものさし」  

 

３ 主題設定の理由 

（１）価値について 

本主題は，学習指導要領の指導内容「１ 主として自分自身に関すること」の

「よいことと悪いことの区別をし，よいと思うことを進んで行う」を主な内容と

している。 

人は社会生活を営む上でよりよく生きようとするために，時には勇気ある態度

を求められる場面に遭遇する。こうすることが正しいと分かっていても，自分の

まわりの環境や利害関係，いろいろな誘惑に左右されてしまい，行動に移せない

ということが生活の中ではよく起きるものである。しかし，勇気ある態度の基盤

には，幼い頃から培われた，人としてやってよいこと，社会通念として，しては

ならないことをしっかりと区別したり，判断したりする力が大切である。そうい

った状況の中で，弱い者が強い者の言いなりになったり，相手の顔色をうかがっ

て自分の気持ちを抑えてしまい，勇気を奮えず消極的に取り組んでしまったりす

ることもある。 

低学年においては，行ってよいことと，してはならないことを区別する力を育

てていかなければならない。その力を基に，よいと思ったことは進んで行おうと

する気持ちを養うことが大切である。学級内での人間関係や力関係，友達の性格

を知り始めたこの時期に，学校生活や他の教育活動などに結び付けて，どんな立

場であってもよいと思ったことは，進んで行おうとする心情を育てたい。 

 

（２）児童の実態について 

     

  

     

 

 

 

 

 



（３）資料について 

 ① 資料名「おれたものさし」（東京書籍２年） 

 ② 【中心価値】 １－（３）善悪の判断，勇気 

    関連価値  １－（４）正直，誠実 

 ③ 主人公の「ぼく」は，のぼるが折れたものさしをひろしに押し付けている姿を目撃

する。のぼるの仲間たちが一斉にはやし立て，ひろしを責める姿に過去の自分を回想

する。ぼくには，過去に割れた友達の下敷きをのぼるに押しつけられ，何も言えなか

った経験があった。行動に移すかどうか葛藤した後，折れたものさしをひろしから取

り上げ，のぼるに渡すという話である。この資料は，日常生活で起こりうる場面を取

り上げており，よいことを進んで行おうとする心情を育んでいくのに適した資料であ

る。 

指導に当たっては，不正は許さないという「勇気ある言動」について考えを一層深

めさせるために，迷いながら，正しい行動をしようとしているぼくの気持ちを取り上

げる。資料から，ぼくが勇気ある行動に移すまでの葛藤場面に焦点を当て，ぼくの表

情の厳しさ，不正に対する許せない心の高まり，気持ちの変化をじっくりと捉えさせ，

ねらいに迫っていきたい。 

   

４ 研究の視点と関わる指導の手だて   

【視点１】一人一人の感じ方や考え方を生かしながら道徳的価値の自覚を深める指導 

過程の工夫 

○児童の思いを引き出す資料分析や提示の工夫 

   ・資料提示は，ICT を活用しながら教師が範読し，児童を資料の世界に十分に浸ら

せる。 

   ・「ぼく」「のぼる」「ひろし」の場面絵を黒板に掲示し，表情に着目させて心の

動きを捉えさせる。 

○中心発問での話し合いの工夫 

   ・多様な価値観を導き出すことができるよう，①「ぼく」がのぼるに割れた下敷き

を押し付けられたこと，②「ぼく」はそのとき，何もできなかったこと，③ひろ

しに対し，勇気を持ってものさしを返すよう心の中で叫んだことを話の流れの中

でしっかりと確認させながら中心発問につなげる。 

・多様な価値観から２つの価値観を取り上げ，それぞれの考えについて話し合うこ

とを通してより高い価値観に気付かせる。 

・話し合いが本時のねらいとする道徳的価値へと向かうよう，事前にとった意識調

査を基に意図的指名を行う。 

  ○自己を見つめる展開後段の工夫 

   ・展開後段に入る前に，のぼるにものさしを渡したときに大きな葛藤が「ぼく」の

中であったことを十分に押さえた上で，自分の生活を振り返らせ，自己を見つめ

させる。 

 【視点２】豊かな体験活動や他の教育活動との関連を図った指導の工夫 

○体験を生かす指導の工夫 

   ・登場人物の気持ちを実感できるよう，導入の段階で自分の生活経験を想起させる。 

   ・夏休み後に意識調査を行い，児童の生活経験を把握しておく。展開後段では，児

童の実態を基に生活経験を振り返らせたり，今後の生活への意識付けを図ったり

する。 

  ○各教科等との関連を持たせた指導の工夫 

・グループ学習を行う際は，学級内の友達関係や力関係にとらわれ，ものおじした

り，引っ込み思案になったりしないで進んで自分の考えが言えるよう，道徳の時

間と相互に関連を図って活動させる。 

 



５ 体験活動や他の教育活動などとの関連構想図  ※別紙１ 

６ 本時の指導 

（１） ねらい    

よいと思うことを勇気を出して行おうとする心情を育てる。 

 （２）学習指導過程 

段

階 

 学習活動と主な発問 

◎中心発問 ○主な発問 
予想される児童の発言や 

心の動き 
指導上の留意点 

※評価の観点 
 

導 

入 

⑤ 

１ 正しくないと思っていて 

も，してしまったり，友達

の意見に流されたりした経

験について発表する。 

○してはいけないとわかっ

ていても，してしまった

ことはありますか。 

・学校の帰り道に寄り道をしよ

うとした友達についていって

しまった。だめだとわかって

いたけど，つい行ってしまっ

ていやな気持ちになった。 

・友達が仲間はずれになりそう

になったとき，何も言えなか

った。つらかった。 

・そのときの気持ち

を聞き，葛藤した

思いがあったこと

を振り返らせ，価

値への方向付けを

図る。 

 

 

 

展 

 

開 

 

前 

 

段 

㉕ 

   

   

   

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 教師の範読を聞き，話し

合う。 

 

 

 

 

 

 

（１） 

○のぼるがひろしに「おま

えが折ったんだろ」と言

ったとき，ぼくはどんな

ことを思ったでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 

○ぼくはむねがどきっとし

たとき，どんなことを考

えていたでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・のぼるはひどいなあ。 

・のぼるはこわいなあ。 

・ひろしが責められてかわいそ

うだ。 

・なんでひろしのせいにするん

だろう。 

 

 

 

 

 

 

・のぼるは，また人のせいにし

ている。 

・あのときと同じだ。くやしか

った。 

・本当はのぼるが折ったのに。

悪いやつだ。 

・ぼくも前に下じきを押しつけ

られたことを思い出した。あ

のときは何も言えず悔しかっ

た。 

・資料は教師が範読

し，テレビ画面に

挿絵を映し出すこ

とで，視覚を通じ

て資料に浸らせる

ようにする。 

 

 

 

・ものさしが折れた

ときの状況を把握

させるために，も

のさしが折れた音

を聞かせる。 

・強くものが言える

人や引っ込み思案

になったり，もの

おじしたりする人

がいることに気付

かせる。 

 

・割れた下敷きを

のぼるに押しつ

けられたとき，

何もできなかっ

たぼくの気持ち

に共感させる。 

 

 

 

 



 （３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 

○ひろしが持っているもの

さしを取り，のぼるに渡

したとき，ぼくはどんな

気持ちだったでしょう。 

 

 

・このままじゃいけない。 

・だまってちゃいけない。 

・こわいよな。 

・悪いことだから許しちゃいけ

ないよ。 

・ゆうきを持って返すんだ。 

・ひろし，がんばれ。 

・よし。ぼくが代わりに返して

やろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ほっとした。 

・勇気を振り絞った。 

・ひろしのためにもちゃんと渡

せてよかった。 

・ほかの人たちに同じ思いをさ

せたくない。 

・のぼるにもわかってもらいた

い。 

・これからもちゃんと言おう。 

 

・多様な価値観に

気付かせながら

ぼくが葛藤しな

がらも正しい行

動をしようとし

ていることを捉

えさせる。 

・多様な価値観を

類型化し，話し

合いを通してよ

り高い価値観に

気付かせる。 

※迷いながら，正し

い行動をしよう

としている「ぼ

く」の心情に共感

できているか。 

（発言・表情） 

・のぼるが，だま

って折れたもの

さしを受け取っ

たことに触れ，

ぼくの勇気ある

態度に共感させ

る。 

 

 

展

開

後

段 

⑩ 

３ 自分の生活を振り返る。 

○勇気を出して，よいこと

を進んでしたことがあり

ますか。また，そのとき

どんな気持ちでしたか。 

・忘れ物をした友達が，うそを

ついたので，ごまかさずに先

生に話した。 

・仲間外れになりそうな友達を

仲間に入れてあげるようにみ

んなに言った。 

・ブランコを立ち乗りしている

上級生を注意した。 

・より高い価値観

に照らしながら

自己を見つめさ

せる。 

※今までの生活を

思い出し，よいと

思うことを勇気

を出して行うよ

さについて気付

くことができた

か。 （発表） 
終

末 

⑤ 

４ 教師の説話を聞く。  ・勇気を振り絞って

も行動できなかっ

た，教師の子供の

ころの経験談を話

す。 

（３）評価 

・迷いながら，正しい行動をしようとしている，「ぼく」の心情に共感できているか。  

（発言・表情） 

・今までの生活を思い出し，勇気を出してよいと思うことを行う心地よさについて気

付くことができたか。                     （発表） 

◎（ひろし，きみは何も

やってないんだぞ）と

心の中で叫んだときぼ

くはどんな気持ちだっ

たでしょう。 
 



 
 

   

 
 

 
 

 
 

 
 
 

７ 板書計画① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  板書計画②  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 資料分析図  ※別紙２ 
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〈別紙１〉 

体験活動や他の教育活動などとの関連構想図 

 

《教科・領域・行事等》          《道徳の時間》        《□日常の活動・地域連携活動》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

※心のノート 

                           よいことを すすんで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

                             

※心のノート 

                          してはならないことがあるよ 

 

 

 

 

 

 

 

家庭・地域との関連 【子供のよさ（善悪の判断，勇気）を見つけ，認め，ほめる】 

  家庭 → 道徳授業の公開，学級だよりでの啓発（基本的な生活習慣・家庭学習・地域活動への参加等） 

  地域 → 道徳授業の公開，学校だよりでの啓発，あいさつ運動，町内会や子供会活動への参加等 

４月 

・なかよし活動 

５月 

・春の遠足 

(体)：「多様な動きをつく

る運動遊び」 

６月 

・なかよし活動 

(生)：「どきどきわくわく

まちたんけん」 

７月 

（算）「水のかさのたんい」 

・八木小まつり 

９月 

・なかよし活動 

(学)：「あいさつについて

話し合おう」 

10月 

・科学館校外学習 

(体)：「多様な動きをつく

る運動遊び」 

11月 

・学習発表会 

・八木山動物公園清掃活動 

12月 

・校内なわとび大会 

１月 

（生）「あしたへジャンプ」 

２月 

・校内ドッジボール大会 

（学）なかまづくりゲーム 

 

６月 【正しいことを思いきって】 

「わすれられない えがお」 

○正しいと思ったことは，恐れないで勇

気を持って行おうとする心情を育て

る。 

・思いきって謝ってよかった。 

 ・すっきりした。 

（価値理解） 

１１月【勇気をもって】（本時） 

「おれたものさし」 

○よいと思うことを勇気を出して行お

うとする心情を育てる。 

 
・思いきって言ってよかった。 

・これからも，ちゃんと言おう。 

（価値理解） 

 

□朝の会・帰りの会 

（友達のやさしさや

よかったところを

紹介する。） 

□係・当番活動 

（毎日の活動を協力

しながら行う。） 

□朝の読書 

□あいさつ運動 

（気持ちを込めたあ

いさつができる。） 

□給食の時間 

□清掃活動 

 

・学区民運動会 

（励まし合いながら

友達のよさを認め

合う。） 

・フリー参観 

・連合町内会夏まつり 

 

 

・個人面談① 

（保護者に子供のよ

さを伝える。） 

 

・個人面談② 

（児童の様子を伝え，

保護者とのより親

密な関係作りを図

る。） 

 

・八木山地区防災訓練 

 

・八木山フェスタ 



〈別紙２〉
資料分析図　　主題名「勇気をもって」　資料名「おれた　ものさし」（東書２年）　【内容項目】１－（３）善悪の判断，勇気

＜ねらい＞   よいと思うことを勇気を出して行おうとする心情を育てる。

【価値】

　のぼるが「おまえがおった
んだろ」と言って折れたもの
さしをひろしに持たせた。

・ひどいことするな。
・こわいなあ。
・なんでひろしのせいにする
　んだろう。

　のぼるがひろしに「おまえ
が折ったんだろ」と言ったと
き，ぼくはどんなことを思っ
たでしょう。

　強くものが言える人や引っ
込み思案になったり，ものお
じしたりする人がいることに
気付かせる。

　ものさしをのぼるに持たせ
られ，仲間と共にはやし立て
られたひろしは，今にも泣き
だしそうにしている。その姿
を見て，ぼくは胸がどきっと
した。

　割れた下敷きをのぼるに押
しつけられたとき，何もでき
なかったぼくの気持ちに共感
させる。

【すじの流れ】 【心の動き】 【発　問】 ＜発問の意図＞

・のぼるはまた人のせいにし
　ている。
・あのときと同じだ。
　あのときはくやしかった。
・のぼるは悪いやつだ。。

　ぼくはむねがどきっとした
とき，どんなことを考えてい
たでしょう。

　ぼくは思わずひろしのとこ
ろにかけより，ものさしを
とってのぼるにわたした。

・勇気をふりしぼってのぼる
　にわたしたぞ。
・ひろしのせいにしてはいけ
　ないんだ。
・のぼるにもわかってもらい
　たい。

　ひろしが持っているものさ
しを取り，のぼるに渡したと
き，ぼくはどんな気持ちだっ
たでしょう。

　のぼるがだまっておれたも
のさしを受け取ったことに触
れ，ぼくの勇気ある態度に共
感させる。

　ぼくは，われたしたじきを
のぼるに押しつけられた過去
を思い出し，（ひろし，きみ
は何もやっていないんだぞ。
ものさしをもどすんだ。）と
心の中で叫んだ。

・ひろし，勇気を出して返す
　んだ。
・よし。ぼくがかわりに返し
　てやろう。

　（ひろし，きみは何もやっ
ていないんだぞ。）と心の中
で叫んだとき，ぼくはどんな
気持ちだったでしょう。

　葛藤しながらも正しい行動
をしようとしているぼくの気
持ちに気付かせる。
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